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上
岬
地
区
の
沿
革

■ 

上
岬
村
時
代
か
ら
の
交
流

　
明
治
22
年（
１
８
８
９
）４
月
、 

町
村

制
が
施
行
さ
れ
、
越
前
岬
の
南
西
に
広

が
る
玉
川
浦
・
血
ヶ
平
村
・
左
右
浦
・

梨
子
ヶ
平
村
の
４
区
域
に
よ
り
「
丹
生

郡
上
岬
村
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
明
治
40
年（
１
９
０
７
）８
月
、
上
岬

村
は
四
ヶ
浦
村
と
の
合
併
に
よ
り
廃
止
。

そ
の
後
、四
ヶ
浦
町
、旧
越
前
町
を
経
て
、

平
成
17
年（
２
０
０
５
）２
月
、
織
田
町
、

朝
日
町
、
宮
崎
村
と
合
併
し
た
現
越
前

町
の
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
岬
村
廃
止
後
も
４
地
区
を
学
区
と

す
る『
上
岬
小
学
校
』が
昭
和
56
年（
１
９

８
１
）ま
で
存
続
し
た
こ
と
か
ら
、
地
区

間
の
交
流
は
継
続
し
、
上
岬
の
名
称
は

今
も
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

■ 

今
も
残
る
昔
か
ら
の
地
名

　
上
岬
地
区
の
海
岸
線
は『
越
前
岬
』か

ら
続
く
海
岸
段
丘
で
、
そ
の
地
形
を
利

用
し
、
玉
川
と
左
右
に
は
古
く
か
ら
漁

港
が
開
か
れ
、
ま
た
、
血
ヶ
平
、
梨
子
ヶ

平
は
、
山
間
の
平
地
を
利
用
し
て
人
々

が
住
み
つ
い
て
き
ま
し
た
。
上
古
か
ら

古
代
、
平
安
時
代
の
文
書
に
は
既
に
左

右
浦
、
玉
川
浦
、
血
ヶ
平
、
梨
子
ヶ
平

の
文
字
が
見
ら
れ
ま
す
。

■ 

暮
ら
し
を
変
え
た
道
路
の
整
備

　
沿
岸
の
細
長
い
平
地
に
集
落
が
点
在

し
、
背
後
に
丹
生
山
系
の
山
が
屹
立
す

る
旧
越
前
町
で
は
、
古
来
道
路
の
改
善

が
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
玉
川̶

血
ヶ

平
間
、
玉
川̶

左
右
間
は
山
を
越
え
て

往
来
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治

維
新
以
降
、
整
備
が
進
め
ら
れ
、
東
部

の
山
地
を
通
り
、
梅
浦
か
ら
血
ケ
平
に

至
る
県
道
が
昭
和
15
年
に
開
通
。玉
川̶

血
ケ
平
間
の
血
ケ
平
線
は
昭
和
38
年
、

左
右̶

梨
子
ケ
平
間
の
道
路
は
同
32
年

に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
翌
33
年
に
は
県
道
三
国
敦
賀
線（
現
在

の
国
道
305
号
線
）が
完
成
。
鳥
糞
隧
道
が

開
通
し
バ
ス
の
運
行
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
後
に
続
く
高
度
経
済
成
長
と
と
も

に
人
々
の
暮
ら
し
は
変
化
を
遂
げ
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
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ち
が
だ
い
ら　
　
　
　

そ  

う

な
し
が
だ
い
ら

上岬小学校（玉川） 明治5年、玉川の民家を借り、玉川・血ヶ
平を学区として開校。左右・梨子ヶ平には分校が設けられ
た。その後、4区を学区とする校舎を玉川に新築。『簡易玉川
小学校』、『上岬尋常小学校』、『上岬小学校』（昭和22年）と改
称を重ね、昭和56年に『四ヶ浦小学校』に併合された。
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三
所
観
音
巡
礼
各
寺
の
観
音
像（
複
製
）

を
一
緒
に
安
置
。観
音
像
の
足
元
に
は
各

寺
の
土
が
埋
め
ら
れ
、お
砂
踏
み
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
当
会
で
は
、平
成
27
年
末
か
ら

玉
川
観
音
洞
窟
で「
灯
り
と
り
」を
実
施
。

町
の
伝
統
工
芸「
越
前
焼
」を
活
か
し
、上

岬
地
区
の
歴
史
を
発
信
し
よ
う
と
い
う

初
の
試
み
で
す
。灯
り
と
り
の
陶
器
は
会

員
や
家
族
が『
わ
づ
み
館
』に
集
ま
り
手

づ
く
り
し
ま
し
た
。

■ 

加
茂
神
社
の
い
わ
れ

　
『
加
茂
神
社
』に
は
全
国
各
地
の
加
茂

神
社
同
様
、別
雷
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。嘉
暦
３
年（
１
３
２
８
）の
織
田
剣
大

明
神
縁
起
に
は
、玉
川
の
氏
神
が
年
の
初

め
に
、鴨
一
つ
が
い
を
織
田
剣
大
明
神
に

献
じ
た
こ
と
か
ら「
か
も
神
」と
名
付
け

ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

境
内
に
は
、石
の
神
像
を
安
置
す
る
別
社

と
観
音
堂
が
見
ら
れ
ま
す
。

洞
窟
観
音
伝
説 

玉
川
地
区

■ 

海
岸
道
路
開
通
と
崩
壊
事
故

　

現
在
の
玉
川
地
区
は
国
道
沿
い
に
漁

港
や
温
泉
旅
館
な
ど
が
並
び
、越
前
海
岸

の
賑
や
か
な
一
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
33
年（
１
９
５
８
）、区
民
念
願
の

県
道
敦
賀
三
国
海
岸
道
路（
現
在
の
国
道

305
号
線
）が
開
通
し
ま
し
た
が
、平
成
元

年
７
月
に
岩
盤
崩
壊
事
故
が
発
生
。15
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
教

訓
に
新
玉
川
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
、平

成
４
年（
１
９
９
２
）開
通
。同
時
に
移
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
が
、洞
窟
の
中
に

安
置
さ
れ
て
い
た
、『
玉
川
観
音（
十
一
面

観
世
音
菩
薩
）』で
す
。

■ 

玉
川
観
音
の
由
来

　
『
玉
川
観
音
』の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、

金
剛
石
よ
り
も
硬
い
閻
浮
檀
金
と
い
う

金
属
で
で
き
た
、三
国
伝
来（
印
度
・
支

那
・
朝
鮮
を
経
て
日
本
に
渡
来
）の
尊
像

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

仲
哀
天
皇（
在
位
192
〜
201
年
）が
洞
窟
近

く
を
船
で
通
ら
れ
た
際
に
、龍
に
背
負
わ

れ
た
像
が
現
れ
、「
私
は
こ
の
体
を
こ
の

地
に
置
き
、天
下
を
護
持
す
る
」と
誓
っ

た
た
め
、仲
哀
天
皇
が
こ
の
像
を
洞
窟
に

奉
ら
れ
た
と
い
う
説
、泰
澄
大
師
が
刻
ま

れ
た
と
い
う
説
、漁
師
が
海
か
ら
引
き
揚

げ
た
と
い
う
説
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
福
井
藩
主
も
参
詣
さ

れ
、海
上
安
全
を
祈
願
す
る
千
石
船
乗
組

員
や
漁
業
者
を
中
心
に
各
地
か
ら
多
く

の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。慶
応
と
明
治

期
に
２
回
盗
難
に
遭
い
、幸
い
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、そ
の
後
ま
た
失
わ
れ
、現
在

は
複
製
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

■ 

遷
座
と
西
国
三
十
三
所
観
音

　
平
成
元
年
の
岩
盤
崩
壊
事
故
後
、玉
川

観
音
は
平
成
６
年（
１
９
９
４
）に
現
在

の
場
所
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
と

き
、地
区
有
志
の
努
力
に
よ
り
西
国
三
十

T a m a k a w a  A r e a｜玉川地区

エ
ン
ブ
ダ
イ
ゴ
ン

ち
ゅ
う
あ
い

玉川海岸（平成10年）平成元年7月の岩盤崩
壊事故を教訓に、新玉川トンネルが開通。玉
川洞窟観音は移設された。

開通した岩盤トンネル（昭和30年頃） 海岸道路工事の様子（昭和29年頃）

玉川海岸（昭和初期頃）丸山の高台から見下ろした風景。五本松
と呼ばれた上岬から越知山への昇り口があり、岬の向こうには
玉川洞窟がある。

玉川観音入り口（平成25年）

遷座・建立された玉川観音（平成6年）両脇に
は、西国三十三所観音巡礼各寺の観音像33
体（複製）が並んでいる。

玉川観音（昭和23年頃）海食により自然にできた洞窟は33㎡余
りの大きな空洞で、海中から揚がったといわれる観音様を祀っ
ていた。国道305号線が通るまでは、玉川からは細い道で、他の
地区からは船で渡り参拝していた。
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■ 

秘
境『
貧
谷
の
滝
』

　

越
知
山
系
の
水
を
農
業
や
生
活
用
水

と
し
て
き
た
血
ヶ
平
地
区
の
山
中
に
は

数
多
く
の
滝
が
見
ら
れ
、ひ
と
際
勇
壮
な

『
貧
谷
の
滝
』も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
『
貧
谷
の
滝
』と
い
う
名
称
の
由
来
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、広
い
平
地
が

な
い
こ
の
地
で
は
、石
垣
で
囲
っ
た
小
さ

な
田
し
か
得
ら
れ
ず
、「
貧
し
い
か
ら
」と

も
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。『
貧
谷
の
滝
』と

石
垣
も
ま
た
血
ヶ
平
の
歴
史
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

■ 

水
仙
＋
日
本
海
＋
灯
台
＝
絶
景

　

気
候
温
暖
な
越
前
海
岸
一
帯
は
日
本

水
仙
の
群
生
地
で
、昭
和
40
年
代
に
本
格

的
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
産
の
日
本
水
仙
は「
越
前
水

仙
」と
呼
ば
れ
、越
前
海
岸
が
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
た
昭
和
43
年（
１
９
６
８
）

に
は
越
前
町
の
第
１
回
水
仙
娘
７
名
が

東
京
へ
観
光
宣
伝
に
出
向
。昭
和
49
年

（
１
９
７
４
）
に
は
血
ケ
平
と
梨
子
ケ
平

を
結
ぶ
観
光
道
路
か
ら
『
越
前
岬
灯
台
』

へ
続
く
遊
歩
道
が
完
成
し
、
水
仙
畑
を

見
渡
せ
る
展
望
台
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
越
前
岬
』
は
古
来
、
敦
賀
・
三
国
両

港
の
中
間
に
あ
る
航
海
上
の
要
地
で
、

日
露
戦
争
と
第
２
次
世
界
大
戦
時
に
は

海
軍
望
楼
が
設
置
さ
れ
た
軍
事
上
の
要

衝
で
し
た
。
大
正
12
年
頃
か
ら
灯
台
誘

致
運
動
が
始
ま
り
、
昭
和
15
年
（
１
９

４
０
）
に
『
越
前
岬
灯
台
』
が
完
成
。

現
在
の
灯
台
は
平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

に
建
て
替
え
ら
れ
た
２
代
目
で
す
。

　
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）、『
越
前
岬

灯
台
』
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
『
越

前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
』。
水
仙
の
生
態
等
を

学
べ
る
と
と
も
に
、
１
年
を
通
し
て
水

仙
の
観
賞
が
で
き
ま
す
。
ま
た
近
年
、

日
本
海
を
背
景
に
広
が
る
水
仙
畑
の
風

景
が
絶
景
と
い
わ
れ
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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来

　
『
玉
川
観
音
』の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、

金
剛
石
よ
り
も
硬
い
閻
浮
檀
金
と
い
う

金
属
で
で
き
た
、三
国
伝
来（
印
度
・
支

那
・
朝
鮮
を
経
て
日
本
に
渡
来
）の
尊
像

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

仲
哀
天
皇（
在
位
192
〜
201
年
）が
洞
窟
近

く
を
船
で
通
ら
れ
た
際
に
、龍
に
背
負
わ

れ
た
像
が
現
れ
、「
私
は
こ
の
体
を
こ
の

地
に
置
き
、天
下
を
護
持
す
る
」と
誓
っ

た
た
め
、仲
哀
天
皇
が
こ
の
像
を
洞
窟
に

奉
ら
れ
た
と
い
う
説
、泰
澄
大
師
が
刻
ま

れ
た
と
い
う
説
、漁
師
が
海
か
ら
引
き
揚

げ
た
と
い
う
説
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
福
井
藩
主
も
参
詣
さ

れ
、海
上
安
全
を
祈
願
す
る
千
石
船
乗
組

員
や
漁
業
者
を
中
心
に
各
地
か
ら
多
く

の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。慶
応
と
明
治

期
に
２
回
盗
難
に
遭
い
、幸
い
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、そ
の
後
ま
た
失
わ
れ
、現
在

は
複
製
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

■ 

遷
座
と
西
国
三
十
三
所
観
音

　
平
成
元
年
の
岩
盤
崩
壊
事
故
後
、玉
川

観
音
は
平
成
６
年（
１
９
９
４
）に
現
在

の
場
所
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
と

き
、地
区
有
志
の
努
力
に
よ
り
西
国
三
十

C h i g a d a i r a  A r e a｜血ヶ平地区 玉川地区｜T a m a k a w a  A r e a

わ
け
い
か
づ
ち
の
か
み

玉川洞窟観音で灯りとり開催（平成28年）
当会が、平成27年末から実施している『灯
りとり』の様子。38体の観音様と40個もの
「灯りとり」から広がる光が洞窟の中を一層
幻想的な空間に変えている。

越前玉川温泉 6軒の旅館等が立ち並び、日本海を望む
雄大なロケーションと新鮮な魚介が人気である。

加茂神社 別雷神を主神とし、天照皇太神と菅原道真
公が合祀されている。例祭は10月19日。

古
代
の
歴
史 
血
ヶ
平
地
区

■ 

寺
社
が
物
語
る
山
村
の
歴
史

　
血
ヶ
平
の
起
源
は
古
く
、
平
氏
の
落

武
者
不
動
野
次
郎
左
エ
門
が
、
現
在
の

血
ケ
平
の
下
の
台
地
に
移
住
し
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
人
家
が

増
え
て
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
（
強
風
、

火
災
な
ど
の
災
害
等
）
に
よ
り
家
々
が

氏
神
社
（
現
在
の
八
幡
神
社
）
よ
り
上

方
へ
移
動
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
39
年
、
血
ヶ
平
か
ら
梨
子
ヶ
平

へ
至
る
観
光
道
路
新
設
に
伴
い
、
集
落

下
に
あ
っ
た
『
八
幡
神
社
』
が
上
方
に

遷
座
さ
れ
ま
し
た
が
、
神
社
が
氏
子
の

家
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
た
の
は
血
ケ

平
の
み
で
、
当
初
の
村
は
神
社
下
方
に

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
所
以
で
す
。

　
ま
た
、泰
澄
大
師
開
山
と
伝
わ
る
『
浄

盛
寺
』、
平
安
期
の
『
専
楽
寺
』、
室
町

期
の
『
専
長
寺
』
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

八幡神社 応神天皇を祀り、観世音
と弁財天像を安置。浄盛寺誌による
と泰澄大師の弟子智光が神功皇后
の牛頭悪鬼御退治を讃え、神功皇后
を祀ったとされるが、いつの間にか
応神天が祭神となったという。な
お、宝暦8年（1758）の村鑑には正観
音社だけが記載されている。

浄盛寺（真宗誠照寺派）慶雲4年
（707）、泰澄大師が黄金一寸二分の
観音像と、自ら刻んだ阿弥陀如来
を弟子の智光に授けて創建。後世
に真宗誠照寺派に改宗された。

血ヶ平集落（平成12年）現在は山間の静かな集落だが、海岸道路が開通
するまでは、梅浦から左右、梨子ヶ平、越廼を結ぶ交通の要衝で、買い物
に訪れる人々で賑わいをみせていた。

専楽寺（真宗三門徒派）創建者は神
宮寺の別当を務めた城彦。元は織
田庄仙田の『慈光坊』で、真言宗
だったが、15代源証が真宗に改宗
した。

専長寺（真宗三門徒派）永正12年
（1515）『専楽寺』から分かれて道
祐が創建。道祐は『専楽寺』を継ぐ
兄であったが、弟に譲り新寺の住
職となった。



■ 

秘
境『
貧
谷
の
滝
』

　

越
知
山
系
の
水
を
農
業
や
生
活
用
水

と
し
て
き
た
血
ヶ
平
地
区
の
山
中
に
は

数
多
く
の
滝
が
見
ら
れ
、ひ
と
際
勇
壮
な

『
貧
谷
の
滝
』も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
『
貧
谷
の
滝
』と
い
う
名
称
の
由
来
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、広
い
平
地
が

な
い
こ
の
地
で
は
、石
垣
で
囲
っ
た
小
さ

な
田
し
か
得
ら
れ
ず
、「
貧
し
い
か
ら
」と

も
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。『
貧
谷
の
滝
』と

石
垣
も
ま
た
血
ヶ
平
の
歴
史
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

■ 

水
仙
＋
日
本
海
＋
灯
台
＝
絶
景

　

気
候
温
暖
な
越
前
海
岸
一
帯
は
日
本

水
仙
の
群
生
地
で
、昭
和
40
年
代
に
本
格

的
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
産
の
日
本
水
仙
は「
越
前
水

仙
」と
呼
ば
れ
、越
前
海
岸
が
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
た
昭
和
43
年（
１
９
６
８
）

に
は
越
前
町
の
第
１
回
水
仙
娘
７
名
が

東
京
へ
観
光
宣
伝
に
出
向
。昭
和
49
年

（
１
９
７
４
）
に
は
血
ケ
平
と
梨
子
ケ
平

を
結
ぶ
観
光
道
路
か
ら
『
越
前
岬
灯
台
』

へ
続
く
遊
歩
道
が
完
成
し
、
水
仙
畑
を

見
渡
せ
る
展
望
台
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
越
前
岬
』
は
古
来
、
敦
賀
・
三
国
両

港
の
中
間
に
あ
る
航
海
上
の
要
地
で
、

日
露
戦
争
と
第
２
次
世
界
大
戦
時
に
は

海
軍
望
楼
が
設
置
さ
れ
た
軍
事
上
の
要

衝
で
し
た
。
大
正
12
年
頃
か
ら
灯
台
誘

致
運
動
が
始
ま
り
、
昭
和
15
年
（
１
９

４
０
）
に
『
越
前
岬
灯
台
』
が
完
成
。

現
在
の
灯
台
は
平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

に
建
て
替
え
ら
れ
た
２
代
目
で
す
。

　
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）、『
越
前
岬

灯
台
』
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
『
越

前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
』。
水
仙
の
生
態
等
を

学
べ
る
と
と
も
に
、
１
年
を
通
し
て
水

仙
の
観
賞
が
で
き
ま
す
。
ま
た
近
年
、

日
本
海
を
背
景
に
広
が
る
水
仙
畑
の
風

景
が
絶
景
と
い
わ
れ
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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古
代
の
歴
史 

血
ヶ
平
地
区

■ 

寺
社
が
物
語
る
山
村
の
歴
史

　
血
ヶ
平
の
起
源
は
古
く
、
平
氏
の
落

武
者
不
動
野
次
郎
左
エ
門
が
、
現
在
の

血
ケ
平
の
下
の
台
地
に
移
住
し
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
人
家
が

増
え
て
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
（
強
風
、

火
災
な
ど
の
災
害
等
）
に
よ
り
家
々
が

氏
神
社
（
現
在
の
八
幡
神
社
）
よ
り
上

方
へ
移
動
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
39
年
、
血
ヶ
平
か
ら
梨
子
ヶ
平

へ
至
る
観
光
道
路
新
設
に
伴
い
、
集
落

下
に
あ
っ
た
『
八
幡
神
社
』
が
上
方
に

遷
座
さ
れ
ま
し
た
が
、
神
社
が
氏
子
の

家
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
た
の
は
血
ケ

平
の
み
で
、
当
初
の
村
は
神
社
下
方
に

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
所
以
で
す
。

　
ま
た
、泰
澄
大
師
開
山
と
伝
わ
る
『
浄

盛
寺
』、
平
安
期
の
『
専
楽
寺
』、
室
町

期
の
『
専
長
寺
』
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

C h i g a d a i r a  A r e a｜血ヶ平地区

約250mの遊歩道を抜けると、壮大な滝が現れる。

雌滝（約50m）雄滝の右手の山中から落下。途中で霧
散しながら玉川川支川に合流する。

雄滝（約30ｍ）木々の緑に隠れ、玉川川の支川が、苔む
す巨大な岩盤を力強く流れ落ちる。

越前岬 水仙ランド 水仙畑、日本海、灯台が一望できる絶好のロケーション。『水仙の館』は水仙の原産地・地中
海をイメージしたギリシャ風の建物である。

越前岬灯台（平成25年）平成20年（2008）、耐震対策の
ため20ｍ北東に移設、建替え。福井県の主要な航路標
識で、若狭湾の東角にあり、京都府『経ケ岬灯台』と対
峙している。地上16ｍ、灯高は海面上131ｍ。

越前岬灯台（昭和30年頃）昭和15年（1940）完成、業務
開始。手前の建物は保安官、職員の宿舎で、灯台には
灯台長、事務官、用務員の3名が勤務していた。昭和48
年（1973）に無人化された。

〈貧谷の滝〉
泰澄大師が修業されたという『越知山』山系の
滝。血ヶ平山中を流れる玉川川支川の上流、標
高240ｍ地点に雄滝と雌滝があり、手つかず
の大自然に包まれた一帯はまさに秘境。現在
は、駐車場や遊歩道が整備されています。

ひ
ん
だ
ん

ひんだん



漁
村
の
風
景 

左
右
地
区

　
■ 

古
代
の
産
物
、塩
と
ワ
カ
メ

　

春
の
ワ
カ
メ
漁
で
知
ら
れ
る
左
右
地

区
で
は
、平
安
時
代
に
は
塩
づ
く
り
も
行

わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、左
右
区
佐
藤
文

書
に
は
、「
塩
浜
を
１
年
、塩
３
石
で
借
用

す
る
」と
の
証
文
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、玉
河
浦（
玉
川
集
落
）な
ど
が
、

荘
園
領
主『
気
比
太
神
宮
』や『
越
知
山
大

谷
寺
』へ
納
め
た
年
貢
目
録
に
は
、丸
塩

（
塩
を
布
で
丸
い
玉
に
押
し
固
め
て
焼
い

た
も
の
）、海
産
塩
干
物
等
と
並
ん
で「
若

和
布
」の
文
字
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
左
右
浦
か
ら
も
塩
や
ワ
カ
メ
が

年
貢
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、延
長（
923
〜
931
年
）の
頃
ま
で

は
、左
右
浦
は「
左
保
浦
」と
称
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
、同
様
の
変
化
は
他
の
地
区
で

も
見
ら
れ
ま
す
。

■ 

変
わ
ら
ぬ
自
然
と
浜
の
営
み

　
海
岸
道
路（
現
在
の
国
道
305
号
線
）が

整
備
さ
れ
る
ま
で
の
左
右
地
区
は
、他
集

落
と
の
往
来
に
も
、凪
の
と
き
は
船
を
使

い
、時
化
の
時
は
山
越
え
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、玉
川
に
あ
る『
上
岬
小
学
校
』に

通
う
児
童
た
ち
は
約
７
㎞
の
道
を
歩
い

て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

海
岸
道
路
開
通
で
人
々
の
暮
ら
し
や

町
並
み
が
変
化
す
る
中
、変
わ
ら
な
い
の

が『
鳥
糞
岩
』と「
ワ
カ
メ
干
し
」で
す
。

『
鳥
糞
岩
』は
高
さ
約
50
ｍ
の
大
断
崖
で
、

先
端
部
に
生
息
す
る
海
鳥
の
糞
で
白
く

見
え
る
こ
と
か
ら
、こ
の
名
称
で
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
カ
メ
は
今
も
左
右
地
区
の
特
産
品

と
な
っ
て
お
り
、天
日
干
し
さ
れ
た
天
然

ワ
カ
メ
は
希
少
な
高
級
品
で
す
。そ
し

て
、毎
年
春
行
わ
れ
る
ワ
カ
メ
干
し
の
光

景
は
、今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
新
鮮
な
輝

き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

0809

左右集落（昭和10年頃）のどかな港の風景。
かつての左右集落では、船は漁のみならず、
重要な交通手段であった。

神明神社 左右地区唯一の神社。宝暦8年（1758）の
村鑑には神明神社が3社あると記されているが、他
の2社ついては未だ不詳である。

左右集落（平成13年）国道305号線開通後は、地元の新鮮魚介を活かした民宿等もでき、賑やかな雰囲気が生
まれている。

ワカメ干し 懐かしい初夏の風物詩。ていねいに天日干し
されたワカメは健康にも良いと人気商品となっている。

鳥糞岩 景勝『呼鳥門』南にあり、ストレートな名称は、
昔の人々の大らかさを感じさせる。

S o u  A r e a｜左右地区



伝
説
と
水
仙 

梨
子
ヶ
平
地
区

■ 

米
か
ら
水
仙
へ
、千
枚
田
の
変
遷

　
梨
子
ケ
平
の
人
々
は
そ
の
昔
、七
つ
の

平（
梨
子
ケ
平
・
大
平
・
小
羽
ヶ
平
・
雪
ヶ

平
・
竹
ヶ
平 

・
岩
ヶ
平
・
坂
ヶ
平
。な
お
、

梨
子
ヶ
平
以
外
の「
平
」は「
ジ
ャ
ラ
」と

読
ま
れ
る
）に
分
か
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、江
戸
時
代
に
、最
も
大
き
い
梨

子
ケ
平
に
集
ま
っ
て
住
む
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
坦
な
農
地
が
少
な
い
た
め
、人
々
は

米
の
自
給
自
足
を
目
指
し
水
田
を
開
墾
。

千
枚
田
と
い
わ
れ
る
棚
田
を
造
り
上
げ

ま
し
た
。し
か
し
、昭
和
30
年
代
頃
よ
り

経
済
情
勢
が
変
化
。米
の
需
要
が
減
っ
た

こ
と
か
ら
、棚
田
は
水
仙
栽
培
へ
転
用
さ

れ
、国
内
最
大
の
水
仙
産
地
と
な
り
ま

す
。そ
の
景
観
も
素
晴
ら
し
く
、平
成
11

年（
１
９
９
９
）に
は「
日
本
棚
田
百
選
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

■ 

大
自
然
が
生
み
だ
す
風
景
と
伝
説

　
『
呼
鳥
門
』は
、海
に
せ
り
出
し
た
大
き

な
岩
が
風
と
波
に
侵
食
さ
れ
洞
穴
と

な
っ
た
自
然
の
ト
ン
ネ
ル
で
、越
前
海
岸

を
代
表
す
る
景
勝
地
で
す
。そ
の
北
に
あ

る
銭
ヶ
浜
駐
車
場
か
ら
見
え
る
の
が『
潮

吹
き
岩
』。波
が
来
る
と
岩
の
間
か
ら
海

水
が
吹
き
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、『
呼
鳥
門
』の
近
く
に
祀
ら
れ
て

い
る『
愛
染
明
王
』は
、煩
悩
と
愛
欲
を
向

上
心
に
変
え
て
仏
道
を
歩
ま
せ
る
と
い

う
ご
利
益
を
持
ち
、当
地
で
は『
恋
岬
の

愛
染
さ
ま
、縁
結
び
の
愛
染
さ
ま
』と
崇

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

鳥
糞
台
地
に
あ
る
祠
に
祀
ら
れ
て
い

る
女
水
神
石
像
は
、西
向
き
に
安
置
し
て

も
、東
に
あ
る
六
所
山
の
方
向
に
向
き

直
っ
て
し
ま
う
と
伝
え
ら
れ
、六
所
山
頂

に
は
女
水
神
様
の
夫
で
あ
る
仏
様
を

祀
っ
た
石
の
祠
が
昭
和
初
年
頃
ま
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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N a s h i g a d a i r a  A r e a｜梨子ヶ平地区

塩吹き岩 波が高い日には豪快に吹き上がり、
大自然を間近で感じることができる。

愛染明王洞・水仙廼社 恋愛成就、夫婦円満な
どにご利益がある神様として地域の人々に
親しまれている。

呼鳥門 以前は洞穴の中を国道が通っていたが、道の移動とと
もに遊歩道が整備され、間近に見ることができるようなった。

千枚田水仙園 最盛期には7000万本が花を咲かせる越前水仙の一大栽培地。棚田オーナー制度も実施されている。

八幡神社 応神天皇（在位270～310年）が祀られてい
る。幟に「三鳥八幡神社」と書かれていたといわれる
が、三鳥の意味は不詳である。

梨子ヶ平集落と町道 海岸道路開通前、血ヶ平から越
廼村に通じていた唯一の町道は道幅が狭く、荷車の
運行もたいへんだった。

ろ
く
し
ょ
う
ざ
ん
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玉
川
観
音
の
言
い
伝
え

〈
玉
川
地
区
〉

　
昔
、玉
川
の
あ
る
漁
師
が
、朝
早
く
船

を
こ
い
で
漁
に
出
ま
し
た
。あ
る
所
ま
で

来
て
網
を
あ
げ
て
い
る
と
、ぴ
か
ぴ
か
光

る
物
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
光
っ
て
い
る
物
は
何
だ
ろ
う
。」

と
、思
い
な
が
ら
、引
き
あ
げ
て
み
る
と
、

ぴ
か
ぴ
か
光
っ
た
観
音
様
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。漁
師
は
び
っ
く
り
し
て
、捨

て
よ
う
か
、持
っ
て
帰
ろ
う
か
と
た
め
ら

い
ま
し
た
が
、家
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
始

末
が
出
来
な
い
の
で
、そ
の
場
に
捨
て
て

し
ま
い
ま
し
た
。そ
し
て
、び
く
び
く
し

な
が
ら
家
に
帰
り
ま
し
た
。

　
家
に
つ
い
て
、お
っ
か
あ
に
海
で
あ
っ

た
出
来
事
を
話
し
ま
し
た
。

「
お
っ
か
あ
、今
日
、海
で
な
、網
を
あ
げ

て
い
る
と
な
、観
音
様
が
な
、か
か
っ
て

き
た
ん
に
ゃ
わ
い
や
。」

そ
う
話
し
て
も
、お
っ
か
あ
は

「
海
に
大
事
な
観
音
様
を
捨
て
る
人
は
い

な
い
わ
い
。」

と
、言
い
ま
し
た
。

　
次
の
朝
、漁
師
は
、ま
た
同
じ
所
ま
で

行
っ
て
網
を
上
げ
る
と
、ま
た
観
音
様
が

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
漁
師
は
こ
う
思

い
ま
し
た
。「
こ
れ
も
な
に
か
の
縁
、村
に

帰
っ
て
大
切
に
し
て
お
こ
う
。」あ
わ
て
て

そ
れ
を
引
き
上
げ
て
、持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、村
の
人
が
集
ま
り
、ど
う

し
よ
う
か
話
し
合
い
ま
し
た
。あ
る
人
は
、

「
気
味
が
悪
い
か
ら
、元
の
所
へ
置
い
て

こ
い
。」

と
、言
う
人
も
い
ま
し
た
。で
も
、半
分
の

人
は
、も
っ
た
い
な
い
か
ら
ど
こ
か
に
ま

つ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、相
談
し
た

結
果
、観
音
様
が
上
が
っ
た
真
正
面
の
ど

う
く
つ
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、現
在
の
玉
川
観
音
で
、今
で

も
た
く
さ
ん
の
お
参
り
が
あ
り
ま
す
。

弁
天
岩

〈
玉
川
地
区
〉

　
玉
川
観
音
さ
ん
洞
窟
の
近
く
に
、弁
天

さ
ん
を
祀
っ
た
小
さ
な
祠
の
建
っ
て
い

1213

上
岬
地
区
に
伝
わ
る
民
話

「
越
前
町
の
む
か
し
話
」よ
り
抜
粋（
昭
和
60
年
10
月
発
行
）

編
　
集
／
越
前
町
民
話
編
集
委
員
会

発
　
行
／
越
前
町
教
育
委
員
会

る
大
岩
が
あ
り
ま
す
。こ
の
土
地
の
人
は

「
弁
天
岩
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
む
か
し
、む
か
し
、忍
熊
命
の
父
上
で

あ
ら
せ
ら
れ
る
仲
哀
天
皇
さ
ま
が
、船
で

観
音
洞
窟
の
沖
を
敦
賀
に
む
か
わ
れ
た

と
き
の
こ
と
で
す
。今
ま
で
静
か
だ
っ
た

海
が
急
に
荒
れ
だ
し
、空
は
一
面
に
暗
く

な
り
、小
さ
な
船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
揺

れ
、今
に
も
ひ
っ
く
り
か
え
り
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、海
の
底
か
ら
龍
の
背
に
の

ら
れ
た
観
音
さ
ま
が
あ
ら
わ
れ
海
を
静

か
に
し
ま
し
た
。天
皇
さ
ま
は
た
い
へ
ん

お
喜
び
に
な
り
、近
く
の
岩
の
ほ
ら
穴

に
、観
音
さ
ま
を
手
厚
く
ま
つ
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
今
の
玉
川
観
音
さ
ま
で
す
。

　
こ
の
い
わ
れ
を
伝
え
聞
い
た
玉
川
の

浦
人
は
、龍
は
弁
天
さ
ま
の
か
わ
っ
た
お

姿
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、岩
の
上
に
小
さ

な
祠
を
建
て
弁
天
様
を
お
ま
つ
り
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

血
ヶ
平
の
神
さ
ま〈

血
ヶ
平
地
区
〉

　
血
ヶ
平
の
神
社
は
、八
幡
神
社
で
す
。

御
神
体
が
観
音
様
の
お
姿
を
し
て
い
る

の
で
明
治
時
代
に
な
る
ま
で
は
、観
音
社

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。御
神
体
は
十
一
面

観
音
像
と
正
観
音
像
の
二
体
だ
そ
う
で

す
が
、ず
っ
と
昔
は
、十
一
面
観
音
様
だ

け
だ
っ
た
の
が
、後
に
正
観
音
様
も
安
置

さ
れ
て
二
体
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
む
か
し
、む
か
し
、血
ヶ
平
の
百
姓
が

府
中（
今
の
武
生
市
）へ
用
事
が
あ
る
の

で
出
か
け
、用
事
を
す
ま
せ
帰
る
途
中
、

八
田
峠
を
越
し
て
江
波
ま
で
き
ま
し
た
。

ふ
と
み
る
と
川
の
そ
ば
で
、少
し
の
間
の

抜
け
た
男
が
、お
も
ち
ゃ
を
こ
ろ
が
し
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。血
ヶ
平
の
百
姓
は
、

な
に
を
こ
ろ
が
し
て
い
る
の
や
ろ
か
と

思
っ
て
近
よ
っ
て
み
る
と
、な
ん
と
観
音

様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
じ
ゃ
、も
っ
た
い
な

い
こ
と
じ
ゃ
、な
む
あ
み
だ
ぶ
つ…

…

。」

と
と
な
え
ま
し
た
。こ
れ
を
き
い
た
江
波

の
間
抜
け
男
は
、き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
つ

き
で
、

「
ほ
ん
な
ら
、こ
れ
、お
前
に
や
る
わ
。」

と
い
っ
て
、血
ヶ
平
の
百
姓
へ
投
げ
つ
け

ま
し
た
。百
姓
は
そ
れ
を
両
手
で
こ
わ
れ

な
い
よ
う
に
受
け
と
り
ま
し
た
。大
事
に

ふ
と
こ
ろ
へ
い
れ
て
家
へ
帰
り
ま
し
た
。

　
床
の
間
へ
す
え
て
観
音
様
を
な
が
め
る

に
、見
れ
ば
見
る
ほ
ど
ほ
ん
と
う
に
優
し

い
お
顔
つ
き
で
、心
の
そ
こ
か
ら
有
難
く
、

も
っ
た
い
な
く
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
、仏
さ
ま
か
ら
の
授
か
り
も
の

に
ち
が
い
な
い
。私
一
人
だ
け
で
な
く
、

血
ヶ
平
村
じ
ゅ
う
の
者
に
拝
ん
で
も
ら

う
よ
う
に
し
よ
う
。」

と
思
い
、さ
っ
そ
く
庄
屋
さ
ん
を
た
ず
ね
、

こ
の
由
来
を
は
な
し
、お
宮
さ
ん
に
ま
つ
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

善
が
浜

〈
左
右
・
梨
子
ヶ
平
〉

　
城
有
海
岸
に
、低
い
赤
茶
け
た
岩
が
五

つ
六
つ
沖
の
方
へ
の
び
て
い
ま
す
。こ
の

「
ぐ
り
」が
、左
右
と
居
倉
の
海
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。む
か
し
か
ら
の
、し
き
た
り

で
、陸
の
方
は
、城
有
、八
俣
、梨
子
ヶ
平

に
な
っ
て
い
て
も
、そ
れ
に
沿
う
海
は
左

右
の
も
の
で
す
。こ
ん
な
わ
け
で
す
か

ら
、陸
地
を
持
っ
て
い
る
村
は
、そ
れ
に

続
い
て
あ
る
海
で
漁
業
を
し
た
り
、舟
で

も
の
を
運
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
、城
有
村
、八
俣
村
の
人
た
ち

は
、江
戸
の
役
所
や
裁
判
所
へ
な
ん
ど
も

訴
え
ま
し
た
が
、「
昔
か
ら
の
、し
き
た
り

は
か
え
ら
れ
な
い
。」と
し
り
ぞ
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
は「
赤
岩
」の
お
か
げ

だ
と
左
右
の
人
は
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　
む
か
し
、む
か
し
、忍
熊
命
が
越
前
海

岸
に
住
む
牛
の
首
を
し
た
化
け
も
の
を

退
治
す
る
の
に
、た
い
へ
ん
な
苦
労
を
さ

れ
ま
し
た
。牛
の
首
の
化
け
も
の
に
追
い

つ
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
、な
ん
回
か
あ
り
ま
し
た
。

　
命
は
、戦
い
に
勝
つ
に
は
、天
に
お
い

で
に
な
る
御
先
祖
の
神
々
を
お
ま
つ
り

し
て
、そ
の
お
助
け
を
い
た
だ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

ど
こ
か
身
を
清
め
る
き
れ
い
な
海
と
、一

晩
神
様
を
お
ま
つ
り
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
静
か
で
、清
ら
か
で
、美
し
い
浜
辺

は
な
い
か
と
、左
右
浦
の
人
々
に
お
た
ず

ね
に
な
り
ま
し
た
。左
右
浦
の
頭
は
、命

を
赤
岩
へ
ご
案
内
し
ま
し
た
。命
は
、こ

の
赤
岩
の
上
で
、お
か
ら
だ
を
、海
水
で

洗
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、悪
い
心
を

持
っ
た
人
が
赤
岩
に
の
ぼ
る
と
、か
な
ら

ず
、災
難
に
あ
う
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。此
処
は
、命
が
、か
か
わ
り
を

も
た
れ
た
聖
地
で
す
か
ら
、こ
の
海
や
岩

を
、昔
の
ま
ま
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
左
右
の
人
々
の
願
い
が
こ
ん
な
言
い

伝
え
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。裁

判
で
勝
て
た
の
も
、左
右
の
人
の
、命
を

敬
う
真
心
が
通
じ
た
の
だ
と
喜
び
合
っ

た
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、身
を
清
め
ら
れ
た
命
は
、左
右

の
頭
に
案
内
さ
れ
て
、美
し
い
浜
辺
に
立

た
れ
ま
し
た
。こ
の
浜
の
南
は
鳥
糞
の
岩

壁
、北
は
藤
か
け
の
絶
壁
で
行
手
が
さ
え

ぎ
ら
れ
て
人
の
ふ
み
こ
む
こ
と
の
出
来

な
い
清
ら
か
な
浜
で
し
た
。浜
の
小
石

は
、五
色
に
輝
き
、海
の
水
は
、あ
く
ま
で

清
く
、澄
み
と
お
っ
て
い
ま
し
た
。命
は
、

「
あ
あ
、善
な
る
浜
だ
。善
な
る
浜
だ
。」と

感
歎
さ
れ
ま
し
た
。命
の
こ
の
お
言
葉
を

聞
い
た
左
右
浦
の
人
た
ち
は
、こ
の
浜
を

「
善
な
浜
」と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
に
は
、「
善
が
浜
」と
な
っ
て
、そ
の
呼

び
名
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
命
は
、こ
の「
善
な
浜
」で
、ひ
と
ば

ん
、心
を
こ
め
て
、戦
い
に
勝
ち
、村
を

平
ら
け
く
す
る
こ
と
を
お
祈
り
に
な
り

ま
し
た
。

鳥
糞
台
地
の
観
音
さ
ま

〈
梨
子
ヶ
平
地
区
〉

　
梨
子
ヶ
平
か
ら
細
い
小
道
を
た
ど
る

と
、う
っ
そ
う
と
し
た
鳥
糞
台
地
の
広
場

に
出
ま
す
。そ
こ
は「
ダ
モ
」の
原
始
林
に

お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
石
づ
く
り
の
小
さ
な
祠
が
あ

り
ま
す
。石
の
と
び
ら
に
は
お
日
さ
ま

を
あ
ら
わ
す「
円
」と
、お
月
さ
ま
を
あ

ら
わ
す「
三
ヶ
月
」の
か
た
ち
が
く
り
ぬ

い
て
あ
り
ま
す
。な
か
を
の
ぞ
く
と
、観

音
さ
ま
の
石
像
が
蓮
の
つ
ぼ
み
の
柄
を

持
た
れ
た
お
姿
で
、や
さ
し
く
立
っ
て

お
り
ま
す
。

　
梨
子
ヶ
平
で
は
、毎
年
五
月
三
日
に
な

る
と
、村
中
の
人
た
ち
が
広
場
へ
集
ま
り

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
ご
馳
走
を
つ
く

り
そ
れ
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
す
。観
音
さ

ま
へ
お
ま
い
り
を
す
ま
せ
、楽
し
い
野
外

の
宴
会
が
開
か
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
石
祠
の
中
に
お
ら
れ
る
観
音
さ

ま
は
、い
つ
も
六
所
山
の
方
を
向
い
て
お

ら
れ
ま
す
。い
た
ず
ら
な
子
ど
も
た
ち
が

き
て
、扉
の
円
い
孔
へ
手
を
い
れ
て
観
音

さ
ま
を
西
の
方
へ
向
け
て
帰
っ
て
も
、次

に
い
っ
て
み
る
と
、ち
ゃ
ん
と
東
の
方
を

向
い
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。梨
子
ヶ
平

の
人
た
ち
は
、い
く
ら
向
き
を
か
え
て

も
、ひ
と
り
で
に
東
の
方
へ
向
く
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

「
六
所
山
の
頂
上
に
は
、男
の
仏
さ
ま
が

祀
ら
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
。鳥
糞
の
観
音
さ

ん
と
六
所
山
の
男
の
仏
さ
ま
は
夫
婦

じ
ゃ
そ
う
な
。お
た
が
い
に
無
事
で

達
者
で
い
る
か
と
案
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
そ
う
な
。ほ
れ
で
六

所
山
の
仏
さ
ま
は
西
を
、鳥

糞
の
観
音
さ
ま
は
東
を
向
い

て
お
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
。」

と
、村
の
人
は
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ほ
こ
ら

お
し
く
ま
の
み
こ
と

ち
ゅ
う
あ
い



玉
川
観
音
の
言
い
伝
え

〈
玉
川
地
区
〉

　
昔
、玉
川
の
あ
る
漁
師
が
、朝
早
く
船

を
こ
い
で
漁
に
出
ま
し
た
。あ
る
所
ま
で

来
て
網
を
あ
げ
て
い
る
と
、ぴ
か
ぴ
か
光

る
物
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
光
っ
て
い
る
物
は
何
だ
ろ
う
。」

と
、思
い
な
が
ら
、引
き
あ
げ
て
み
る
と
、

ぴ
か
ぴ
か
光
っ
た
観
音
様
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。漁
師
は
び
っ
く
り
し
て
、捨

て
よ
う
か
、持
っ
て
帰
ろ
う
か
と
た
め
ら

い
ま
し
た
が
、家
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
始

末
が
出
来
な
い
の
で
、そ
の
場
に
捨
て
て

し
ま
い
ま
し
た
。そ
し
て
、び
く
び
く
し

な
が
ら
家
に
帰
り
ま
し
た
。

　
家
に
つ
い
て
、お
っ
か
あ
に
海
で
あ
っ

た
出
来
事
を
話
し
ま
し
た
。

「
お
っ
か
あ
、今
日
、海
で
な
、網
を
あ
げ

て
い
る
と
な
、観
音
様
が
な
、か
か
っ
て

き
た
ん
に
ゃ
わ
い
や
。」

そ
う
話
し
て
も
、お
っ
か
あ
は

「
海
に
大
事
な
観
音
様
を
捨
て
る
人
は
い

な
い
わ
い
。」

と
、言
い
ま
し
た
。

　
次
の
朝
、漁
師
は
、ま
た
同
じ
所
ま
で

行
っ
て
網
を
上
げ
る
と
、ま
た
観
音
様
が

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
漁
師
は
こ
う
思

い
ま
し
た
。「
こ
れ
も
な
に
か
の
縁
、村
に

帰
っ
て
大
切
に
し
て
お
こ
う
。」あ
わ
て
て

そ
れ
を
引
き
上
げ
て
、持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、村
の
人
が
集
ま
り
、ど
う

し
よ
う
か
話
し
合
い
ま
し
た
。あ
る
人
は
、

「
気
味
が
悪
い
か
ら
、元
の
所
へ
置
い
て

こ
い
。」

と
、言
う
人
も
い
ま
し
た
。で
も
、半
分
の

人
は
、も
っ
た
い
な
い
か
ら
ど
こ
か
に
ま

つ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、相
談
し
た

結
果
、観
音
様
が
上
が
っ
た
真
正
面
の
ど

う
く
つ
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、現
在
の
玉
川
観
音
で
、今
で

も
た
く
さ
ん
の
お
参
り
が
あ
り
ま
す
。

弁
天
岩

〈
玉
川
地
区
〉

　
玉
川
観
音
さ
ん
洞
窟
の
近
く
に
、弁
天

さ
ん
を
祀
っ
た
小
さ
な
祠
の
建
っ
て
い

る
大
岩
が
あ
り
ま
す
。こ
の
土
地
の
人
は

「
弁
天
岩
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
む
か
し
、む
か
し
、忍
熊
命
の
父
上
で

あ
ら
せ
ら
れ
る
仲
哀
天
皇
さ
ま
が
、船
で

観
音
洞
窟
の
沖
を
敦
賀
に
む
か
わ
れ
た

と
き
の
こ
と
で
す
。今
ま
で
静
か
だ
っ
た

海
が
急
に
荒
れ
だ
し
、空
は
一
面
に
暗
く

な
り
、小
さ
な
船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
揺

れ
、今
に
も
ひ
っ
く
り
か
え
り
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、海
の
底
か
ら
龍
の
背
に
の

ら
れ
た
観
音
さ
ま
が
あ
ら
わ
れ
海
を
静

か
に
し
ま
し
た
。天
皇
さ
ま
は
た
い
へ
ん

お
喜
び
に
な
り
、近
く
の
岩
の
ほ
ら
穴

に
、観
音
さ
ま
を
手
厚
く
ま
つ
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
が
今
の
玉
川
観
音
さ
ま
で
す
。

　
こ
の
い
わ
れ
を
伝
え
聞
い
た
玉
川
の

浦
人
は
、龍
は
弁
天
さ
ま
の
か
わ
っ
た
お

姿
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、岩
の
上
に
小
さ

な
祠
を
建
て
弁
天
様
を
お
ま
つ
り
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

血
ヶ
平
の
神
さ
ま〈

血
ヶ
平
地
区
〉

　
血
ヶ
平
の
神
社
は
、八
幡
神
社
で
す
。

御
神
体
が
観
音
様
の
お
姿
を
し
て
い
る

の
で
明
治
時
代
に
な
る
ま
で
は
、観
音
社

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。御
神
体
は
十
一
面

観
音
像
と
正
観
音
像
の
二
体
だ
そ
う
で

す
が
、ず
っ
と
昔
は
、十
一
面
観
音
様
だ

け
だ
っ
た
の
が
、後
に
正
観
音
様
も
安
置

さ
れ
て
二
体
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
む
か
し
、む
か
し
、血
ヶ
平
の
百
姓
が

府
中（
今
の
武
生
市
）へ
用
事
が
あ
る
の

で
出
か
け
、用
事
を
す
ま
せ
帰
る
途
中
、

八
田
峠
を
越
し
て
江
波
ま
で
き
ま
し
た
。

ふ
と
み
る
と
川
の
そ
ば
で
、少
し
の
間
の

抜
け
た
男
が
、お
も
ち
ゃ
を
こ
ろ
が
し
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。血
ヶ
平
の
百
姓
は
、

な
に
を
こ
ろ
が
し
て
い
る
の
や
ろ
か
と

思
っ
て
近
よ
っ
て
み
る
と
、な
ん
と
観
音

様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
じ
ゃ
、も
っ
た
い
な

い
こ
と
じ
ゃ
、な
む
あ
み
だ
ぶ
つ…

…

。」

と
と
な
え
ま
し
た
。こ
れ
を
き
い
た
江
波

の
間
抜
け
男
は
、き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
つ

き
で
、

「
ほ
ん
な
ら
、こ
れ
、お
前
に
や
る
わ
。」

と
い
っ
て
、血
ヶ
平
の
百
姓
へ
投
げ
つ
け

ま
し
た
。百
姓
は
そ
れ
を
両
手
で
こ
わ
れ

な
い
よ
う
に
受
け
と
り
ま
し
た
。大
事
に

ふ
と
こ
ろ
へ
い
れ
て
家
へ
帰
り
ま
し
た
。

　
床
の
間
へ
す
え
て
観
音
様
を
な
が
め
る

に
、見
れ
ば
見
る
ほ
ど
ほ
ん
と
う
に
優
し

い
お
顔
つ
き
で
、心
の
そ
こ
か
ら
有
難
く
、

も
っ
た
い
な
く
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
、仏
さ
ま
か
ら
の
授
か
り
も
の

に
ち
が
い
な
い
。私
一
人
だ
け
で
な
く
、
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血
ヶ
平
村
じ
ゅ
う
の
者
に
拝
ん
で
も
ら

う
よ
う
に
し
よ
う
。」

と
思
い
、さ
っ
そ
く
庄
屋
さ
ん
を
た
ず
ね
、

こ
の
由
来
を
は
な
し
、お
宮
さ
ん
に
ま
つ
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

善
が
浜

〈
左
右
・
梨
子
ヶ
平
〉

　
城
有
海
岸
に
、低
い
赤
茶
け
た
岩
が
五

つ
六
つ
沖
の
方
へ
の
び
て
い
ま
す
。こ
の

「
ぐ
り
」が
、左
右
と
居
倉
の
海
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。む
か
し
か
ら
の
、し
き
た
り

で
、陸
の
方
は
、城
有
、八
俣
、梨
子
ヶ
平

に
な
っ
て
い
て
も
、そ
れ
に
沿
う
海
は
左

右
の
も
の
で
す
。こ
ん
な
わ
け
で
す
か

ら
、陸
地
を
持
っ
て
い
る
村
は
、そ
れ
に

続
い
て
あ
る
海
で
漁
業
を
し
た
り
、舟
で

も
の
を
運
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
、城
有
村
、八
俣
村
の
人
た
ち

は
、江
戸
の
役
所
や
裁
判
所
へ
な
ん
ど
も

訴
え
ま
し
た
が
、「
昔
か
ら
の
、し
き
た
り

は
か
え
ら
れ
な
い
。」と
し
り
ぞ
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
は「
赤
岩
」の
お
か
げ

だ
と
左
右
の
人
は
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　
む
か
し
、む
か
し
、忍
熊
命
が
越
前
海

岸
に
住
む
牛
の
首
を
し
た
化
け
も
の
を

退
治
す
る
の
に
、た
い
へ
ん
な
苦
労
を
さ

れ
ま
し
た
。牛
の
首
の
化
け
も
の
に
追
い

つ
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
、な
ん
回
か
あ
り
ま
し
た
。

　
命
は
、戦
い
に
勝
つ
に
は
、天
に
お
い

で
に
な
る
御
先
祖
の
神
々
を
お
ま
つ
り

し
て
、そ
の
お
助
け
を
い
た
だ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

ど
こ
か
身
を
清
め
る
き
れ
い
な
海
と
、一

晩
神
様
を
お
ま
つ
り
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
静
か
で
、清
ら
か
で
、美
し
い
浜
辺

は
な
い
か
と
、左
右
浦
の
人
々
に
お
た
ず

ね
に
な
り
ま
し
た
。左
右
浦
の
頭
は
、命

を
赤
岩
へ
ご
案
内
し
ま
し
た
。命
は
、こ

の
赤
岩
の
上
で
、お
か
ら
だ
を
、海
水
で

洗
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、悪
い
心
を

持
っ
た
人
が
赤
岩
に
の
ぼ
る
と
、か
な
ら

ず
、災
難
に
あ
う
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。此
処
は
、命
が
、か
か
わ
り
を

も
た
れ
た
聖
地
で
す
か
ら
、こ
の
海
や
岩

を
、昔
の
ま
ま
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
左
右
の
人
々
の
願
い
が
こ
ん
な
言
い

伝
え
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。裁

判
で
勝
て
た
の
も
、左
右
の
人
の
、命
を

1415

敬
う
真
心
が
通
じ
た
の
だ
と
喜
び
合
っ

た
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、身
を
清
め
ら
れ
た
命
は
、左
右

の
頭
に
案
内
さ
れ
て
、美
し
い
浜
辺
に
立

た
れ
ま
し
た
。こ
の
浜
の
南
は
鳥
糞
の
岩

壁
、北
は
藤
か
け
の
絶
壁
で
行
手
が
さ
え

ぎ
ら
れ
て
人
の
ふ
み
こ
む
こ
と
の
出
来

な
い
清
ら
か
な
浜
で
し
た
。浜
の
小
石

は
、五
色
に
輝
き
、海
の
水
は
、あ
く
ま
で

清
く
、澄
み
と
お
っ
て
い
ま
し
た
。命
は
、

「
あ
あ
、善
な
る
浜
だ
。善
な
る
浜
だ
。」と

感
歎
さ
れ
ま
し
た
。命
の
こ
の
お
言
葉
を

聞
い
た
左
右
浦
の
人
た
ち
は
、こ
の
浜
を

「
善
な
浜
」と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
に
は
、「
善
が
浜
」と
な
っ
て
、そ
の
呼

び
名
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
命
は
、こ
の「
善
な
浜
」で
、ひ
と
ば

ん
、心
を
こ
め
て
、戦
い
に
勝
ち
、村
を

平
ら
け
く
す
る
こ
と
を
お
祈
り
に
な
り

ま
し
た
。

鳥
糞
台
地
の
観
音
さ
ま

〈
梨
子
ヶ
平
地
区
〉

　
梨
子
ヶ
平
か
ら
細
い
小
道
を
た
ど
る

と
、う
っ
そ
う
と
し
た
鳥
糞
台
地
の
広
場

に
出
ま
す
。そ
こ
は「
ダ
モ
」の
原
始
林
に

お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
石
づ
く
り
の
小
さ
な
祠
が
あ

り
ま
す
。石
の
と
び
ら
に
は
お
日
さ
ま

を
あ
ら
わ
す「
円
」と
、お
月
さ
ま
を
あ

ら
わ
す「
三
ヶ
月
」の
か
た
ち
が
く
り
ぬ

い
て
あ
り
ま
す
。な
か
を
の
ぞ
く
と
、観

音
さ
ま
の
石
像
が
蓮
の
つ
ぼ
み
の
柄
を

持
た
れ
た
お
姿
で
、や
さ
し
く
立
っ
て

お
り
ま
す
。

　
梨
子
ヶ
平
で
は
、毎
年
五
月
三
日
に
な

る
と
、村
中
の
人
た
ち
が
広
場
へ
集
ま
り

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
ご
馳
走
を
つ
く

り
そ
れ
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
す
。観
音
さ

ま
へ
お
ま
い
り
を
す
ま
せ
、楽
し
い
野
外

の
宴
会
が
開
か
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
石
祠
の
中
に
お
ら
れ
る
観
音
さ

ま
は
、い
つ
も
六
所
山
の
方
を
向
い
て
お

ら
れ
ま
す
。い
た
ず
ら
な
子
ど
も
た
ち
が

き
て
、扉
の
円
い
孔
へ
手
を
い
れ
て
観
音

さ
ま
を
西
の
方
へ
向
け
て
帰
っ
て
も
、次

に
い
っ
て
み
る
と
、ち
ゃ
ん
と
東
の
方
を

向
い
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。梨
子
ヶ
平

の
人
た
ち
は
、い
く
ら
向
き
を
か
え
て

も
、ひ
と
り
で
に
東
の
方
へ
向
く
の
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

「
六
所
山
の
頂
上
に
は
、男
の
仏
さ
ま
が

祀
ら
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
。鳥
糞
の
観
音
さ

ん
と
六
所
山
の
男
の
仏
さ
ま
は
夫
婦

じ
ゃ
そ
う
な
。お
た
が
い
に
無
事
で

達
者
で
い
る
か
と
案
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
そ
う
な
。ほ
れ
で
六

所
山
の
仏
さ
ま
は
西
を
、鳥

糞
の
観
音
さ
ま
は
東
を
向
い

て
お
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
。」

と
、村
の
人
は
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

し
ろ  

り

か
し
ら

こ   

こ

お
し
く
ま
の
み
こ
と

と
り
く
そ

い
し
ほ
こ
ら

ろ
く
し
ょ
う
ざ
ん

あ
な

ま
つ

と
り
く
そ

た
い

「
越
前
町
の
む
か
し
話
」よ
り
抜
粋（
昭
和
60
年
10
月
発
行
）
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